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７月
議会

7月議会は7月8日に行われた。
地域防災計画の一部修正など、議案３件を審議採決した。

Vol.5 地域防災計画って何？
地域防災計画（ちいきぼうさいけいかく）は、災害対
策基本法第42条に基づき、市町村の防災会議が防災の
ために処理すべき業務などを具体的に定めた計画です。

「地域防災計画」は毎年実情に合わせて改訂されます。
御船町議会では、議会の意見や町民の声を反映させるため「地
域防災計画」を議決事件（議会の議決が必要な案件）に指定し
ています。

「地域防災計画」は、御船町の防災組織、災害予防、災害応急対
応、復旧・復興について…など広く詳細に定めた計画です。み
なさんも一度ご一読ください。▲地域防災・水防計画は

　こちらをご覧ください

あらかじめ議会の議決によって指定した軽微な議案について、町長が意思決定
（専決処分）した事の報告です。

P UPUPUPick
①

報告
町道落合浄光寺線　四宮橋上部工工事変更契約

P UPUPUPick

②～④

計画の修正
地域防災計画の一部修正

P UPUPUPick
⑤

補正予算
一般会計　補正額　＋8,355千円　補正後合計　10,966,057千円

規約の変更
一部事務組合規約の一部変更
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審議の一部を抜粋して掲載していま
す。他の審議内容はホームページまた
は、情報開示コーナーでご覧ください。

このQRコードからもどうぞ

P UPUPUPick

ここ
ががポ
イント

四宮橋上部工工事変更契約
四宮橋の架け替え工事が進んでいる
が、その工程の中で機械を使用する
ために切断した鉄筋を、再度継ぎ合
わせる工事が追加となった。

P UPUPUPick
①

問　四宮橋架け替え工事の変更内容の説明を求め
る。
建設課長　作業時に機械に邪魔になった鉄筋を切
断して工事を進めていたので、その鉄筋を接ぐた
めに機械式継手工という工事を新たに追加した。
問　設計どおり工事していれば、機械が入らない
ことは当然わかっていたのではないか。
建設課長　今回の工事では下部工と上部工があり、
そのどちらでこの工事をするのが適切かわからな
かったので、作業の進み具合を見ながら協議を重
ねて、上部工側で実施することで決定した。
問　１回切ってまた接ぐのだが、強度的には問題
ないか。
建設課長　強度試験を実施して、問題ないことを
確認している。

地域防災計画の一部修正（消防団）
防災計画の消防団組織の中から第３
分団と音楽隊が削除され、女性消防
隊が追加された。女性消防隊のあり
方をどうするかが今後の課題である。

P UPUPUPick
②

問　消防団組織の第３分団と音楽隊が削除され、新
たに女性消防隊が結成されたことの説明を求める。
総務課長　第３分団の水越地区は、消防団として
は削除されたが、機能別消防団員として72名に
協力していただいている。今後若い人たちがＵ
ターンで戻ってくるなど、条件が整えばまた第３
分団として配置したいと考えている。
　女性消防隊は主に役場職員の消防隊である。女
性目線での町民サービスの提供、子どもや高齢者
や災害時の要支援者などへの対応力の向上を目指
している。今後は、上益城消防署の女性消防士と
連携して技術訓練等を行いたい。
問　女性消防隊は一般町民を対象に公募しないのか。
総務課長　懸案事項である。消防団、団長、副団
長会議等を介した上で、今後の女性消防隊のあり
方を協議していく。

御船町地域防災計画より抜粋　洪水・土砂災害ハザードマップ3



地域防災計画の一部修正（避難所）
防災計画に記載されている指定避難
所の収容人数は、感染症対策時も計
算上、密とならない人数である。

P UPUPUPick
④

問　指定緊急避難場所の収容人数は感染症対策時
どのようになるか。
総務課長　避難所の１人当たりの面積は３平方
メートルで十分感染症対策に耐え得るので、変わ
らない。
問　七滝小の校舎は雨漏りをしていると聞いた
が、避難所として使えるのか。
総務課長　今後改修等の予定はないので、体育館
のみで対応する。

一般会計補正予算（災害復旧費）
5月17日豪雨による農業災害の復旧
工事の完了は来年度になる見込みで
ある。

P UPUPUPick
⑤

問　農業災害の設計委託料があるが、この工事の
完了はいつか。
農業振興課長　国の災害査定が９月頃に行われる
情報があるので来年度になるだろうと考えている。
問　来年度のどのあたりかは、まだわからないのか。
農業振興課長　まだわからない。今年度の 12月
ぐらいになれば先の見通しを立てられるだろうと
考えている。

問　災害危険区域等の防災・減災を町としてどの
ように計画しているか。
建設課長　御船町のハザードマップを全世帯に配
布して、危険個所の周知に努めている。危険箇所
の住民への周知が行き届いていないので、今後は
各地区に危険箇所の一覧等を明示するなどして、
各地区で危険箇所を把握してもらうことも必要だ
と考える。
問　リアルハザードマップとは何か。
総務課長　例えば、御船川が氾濫した場合にどの
くらいの水位になるかという印を現地に直接「浸
水ライン」として表示するようなもの。
問　内水被害のハザードマップが必要ではないか。
環境保全課長　今年度、雨水管理総合計画を策定
する。浸水シミュレーションの中で浸水想定区域
図は盛り込んであるが、今後、内水ハザードマッ
プも作成の検討をして、町民に示せるよう努力す
る。

地域防災計画の一部修正（危険区域）
町内の災害危険区域を広く周知する
ために、ハザードマップが全世帯に
配布されている。その他にも、リア
ルハザードマップや雨水管理総合計
画の設置・作成が検討されている。

P UPUPUPick
③

御船町地域防災計画より抜粋　地震ハザードマップ4



　7月21日に議会のタブレット導入に伴うペーパー
レス会議システムの研修が行われた。今回、御船町
議会は「MetaMoji」というシステムを導入。全員
で一度に同じ資料をタブレット上で見ることができ
る以外にも、発表者の操作に合わせて会議の参加者
のタブレットの資料を動かしたり、タブレット資料
に自分の必要なメモを残すことができたり、今まで
の紙媒体の資料と同等、もしくはそれ以上の機能が
搭載されている。またペーパーレス会議システムを
活用することで、紙代や印刷代の大幅なコスト削減
ができる。将来的には本会議での議案審議もこの
ペーパーレス会議システムを活用していくことを見

据え、まずは全員協議会や委員会での議会資料から
ペーパーレス化を進めていきたい。

タブレット活用を目指して
ペーパーレス研修を実施

ペーパーレス化で年間約18万枚の
紙が節約できるよ！

　7月28日、御船町議会基本条例の見直しにつ
いて協議を行った。今回は、第12条において
議決事件となっている「地域防災計画」およ
び「農業振興地域整備計画」について審議した。
担当課から計画の説明、課としての考え方など
聞き取りを行った。
　この2つの計画を議決事件とした背景には、
町の重要な計画を議会にきちんと諮り、審議を

した上で実施してほしいという思いがあった。
しかし、実情として議決事件にはそぐわないと
の意見も多くあがった。議会での協議・報告の
場は必要であるとの意見が多かったため、この
２つの計画は残すこととした。これらの計画に
議会や住民の考えを反映させる方法を引き続き
検討していく。

委員会報
告

議会基本条例の見直し
議会改革推進特別委員長　 岩永宏介
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３日（金） 全員協議会

９日（木）

16日（木）

議会の予定9月
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。

モモニニタターー
ココララムム

常石訓弘
議会モニター

第40回熊日新鋭書道展・特選

御船高校書道部 ２年 植田真唯子さん

～

議会（予定）

新型コロナウイルス感染症拡大予防のため、
9月議会の傍聴もお控えいただきますよう
ご協力お願いいたします。
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